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1. 事業の目的

 地域医療構想の推進に向け、病床機能の分化・連携等を促すとともに、医療機関が抱
える地域医療の課題や経営上の観点を踏まえた・分析、技術的助言などを行うことによ
り、経営基盤の強化を図ります。

2.対象者

 県内の病院

3.支援内容

 東邦銀行と医療コンサルタントによる専門家チームが、福島県地域医療構想をはじめと
した県の医療政策の方向性を踏まえ、経営基盤の強化に資する経営シミュレーションを
提示いたします。

 経営シミュレーションの作成にあたっては、必要に応じて複数のパターンを提示いたします。

4.費用負担

 なし
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5.事業スケジュール

 令和8年7月7日～7月31日（金） ・・・募集期間

 〃 8月上旬 ・・・選定結果通知

 〃 8月上旬～8月下旬 ・・・データ提供

 〃 8月下旬～12月上旬 ・・・現状把握、仮説設定、シミュレーション提示

6.ご相談いただく医療機関のイメージ

 病床再編やダウンサイジングに興味はあるが、収益面にどんな影響があるのか不安

 病院間の連携を進める上で、地域における自院の役割を明確にしたい 等



令和8年度福島県地域医療構想推進支援事業について

3

7. 留意事項

 本事業において提示する経営シミュレーションは、あくまで地域医療構想の推進に向けた
ものとなっており、各医療機関が自院の方向性を検討する際の参考資料として提示する
ものです。提示されたシミュレーションに沿った進め方を強制するものではありません。

 提示するシミュレーションは、一定の条件下での推計値となります。そのため、将来の医療
ニーズや状況の変化により、実際の値とは異なる場合もございます。

 シミュレーションの策定にあたっては、データ分析だけでなく、現場責任者レベルを含めヒア
リングを実施し、進むべき方向性を定めてシミュレーションを策定いたします。
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※現況把握については、分析に必要な資料のご提供をご依頼いたします。
※上記の期間には資料をご準備及びご提供いただくための期間を含んでおりません。

業務内容
・支援方針のすり合わせ
・課題把握のための分析
・現場責任者へのヒアリング

業務内容
・病床機能の検討
・戦略の擦り合わせ
・シミュレーション策定

業務内容
・福島県と専門家チームがシミュレーショ
ン内容を協議
・対象医療機関様へのご説明

現況把握及び仮説設定 シミュレーション策定

期間

20日程度 30日程度

合計60日程度

10日程度

内容協議及び説明

8. 支援の流れ
支援方針すり合わせの後、データ分析により仮説を立てて、現場責任者を含めたヒアリングを
想定しております。
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No 入手したいデータ コメント 対象期間

1 組織図 最新のもの

2 就業規則、賃金規程、退職金規程 最新のもの

3 図面（フロア面積の分かる物） 最新のもの

4 決算書、科目明細書、税務申告書 直近3期間

5 月次試算表 部門別（拠点別）の収益が分かる形式でご提供お願い致します。 進行期

6 仕訳データ　（仕訳日記帳等のエクスポートデータ）
進行期直近実績のもの（エクセル、csvデータでお願い申し上げます。）

拠点区分コード等、拠点を区別できる形式でご提供お願い致します。
直近3期間及び進行期

7 固定資産台帳もしくは減価償却明細 直近決算期のもの

8 金融機関の借入返済予定表 最新のもの

9
売上の内訳

　（病棟毎の入院、外来、往診、その他（室料差額等）の別）

月次でのご提供をお願い致します。

※入院に関しては病棟毎にご提供をお願い致します。
直近3期間及び進行期

10
患者（利用者）1名1日当たりの売上単価

　（病棟毎の入院、外来、往診、その他（室料差額等）の別）

月次でのご提供をお願い致します。

※入院に関しては病棟毎にご提供をお願い致します。
直近3期間及び進行期

11

患者数（利用者）数

　（病棟毎の入院、外来、往診、その他（室料差額等）の別に　延べ患者数、新

入患者数、退院患者数、平均在院日数）

月次でのご提供をお願い致します。

※入院に関しては病棟毎にご提供をお願い致します。
直近3期間及び進行期

12
入院患者の紹介ルート別（紹介ルート別(救急、外来、他病院及び施設）の患者

数)

月次でのご提供をお願い致します。

また、他病院及び他施設からの紹介については具体的な病院、施設名の

別にご提供をお願い致します。

直近3期間及び進行期

13 DPCデータ（Dファイル、Gファイル、Efｎファイル） 直近3期間及び進行期

14 救急件数（要請件数、受入件数、お断り件数※お断りの理由）
月次でのご提供をお願い致します。

※救急受入が無い場合にはその旨ご連絡ください。
直近3期間及び進行期

15 職種別職員数（常勤換算数）
拠点別かつ病院については各病棟、外来等の所属が分かるものでご提供

をお願い致します。
直近3期間及び進行期

16 様式9 直近1年間

17 給与台帳 正社員、パート及び派遣の別、年齢、勤続年数、職種、部署が分かる物 前年

18
リースの明細

（リース資産名、契約額、支払回数、契約日、支払開始日、支払スケジュール）
最新のもの

19 指導通知書（厚生局、保健所） 行政からのコメント資料　／　または口頭指摘のメモ 直近3期間及び進行期

20 経営会議等にて使用されている資料 最新のもの

21 定款の写し、法人登記簿 最新のもの

※Excel、PDF等の電子データでご用意をお願い致します。

9. ご提出いただく資料の一例
ご提出いただく資料は状況に応じて変更となる場合があります。
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主な項目 業務内容

① 支援方針のすり合わせ  本件業務に係る支援方針のご説明及びすり合わせ
 現時点での経営方針の確認
 データリクエスト

② 外部環境調査  当該地域での病床供給量、診療科を含めた競合先の把握

③ 施設基準  現在の病床機能での加算の取得漏れの有無を調査
 新規取得を見込める加算の洗い出し

④ 様式9分析  人員過不足の調査

⑤ 各費用項目調査  各コスト項目の削減余地を調査

⑥ ヒアリング及びディスカッション  各セクションの責任者からヒアリング及びディスカッションを行い、課題を整理

⑦ 経営シミュレーション策定  病床機能、診療科等を含めた法人の進むべき方向性を定め、シミュレーションを
策定

⑧ 内容協議及び説明  福島県との内容協議及び対象医療機関様への説明

10.具体的な支援手順
経営シミュレーションの策定には、以下のステップを想定しております。

データ分析だけではなく現場責任者レベルを含めたヒアリングを実施し、進むべき方向性を定
めた上で経営シミュレーションを策定いたします。
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支援対象医療機関様

シミュレーション①

現在の病床機能でのシミュレーション

• 加算取得等のアップサイド検討

• コスト削減余地の確認

• 地域の状況（病床機能、診療科、将来
推計人口等）を踏まえ、稼働向上or維
持が可能かの検討

シミュレーション②

地域医療構想を踏まえた病床機能再編

• 担うべき病床機能の検討及び想定され
る稼働率、単価の設定

• 病床機能変更に伴う各種コスト調整

• 病床機能に合わせた職員配置

• 今後、担うべき病床機能を検討

• 現在の機能から移行することのメリット、デ
メリットの把握

11.経営シミュレーションの一例
必要に応じて複数パターンの経営シミュレーションを提示いたします。

一例として、①現在の病床機能でのシミュレーションと、②地域医療構想を踏まえた病床機
能再編案の2パターンの提示等を想定しております。


